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は じめ に:

硬 変肝 を組織 学 的 に観 察す る と、twincellplate、 多核 肝 細 胞 等 がみ られ、

これ らの 肝 細 胞異 型 は 、 肝細 胞 のactiveproliterationを 示 す 細胞 学 的 な所

見 とみ な され て い るoつ ま り、 肝 硬 変 症 では 肝再 生 刺激 が持 続 して い る もの と思 わ

れ るo一 方 、 硬変 肝 結 節 はそ の 周 囲 を線 維性 隔 壁 に よ って と り囲 まれ て 澄 り、 そ の

た め結 節 内 の肝 細 胞 は物 理的 に再 生 肥 大 の 余地 が制 限 され て い る もの と考 え られ る

oす なわ ち、 硬 変 肝結 節 内の 肝 細 胞 と、 それ を と り囲 む線 維 性 隔壁 との 間 には、 互

い に拮抗 す る圧 力 関係 が あ る もの と推測 され るoこ の よ うな圧 力 関係 が 、肝 硬 変症

に誇け る 門脈 圧 尤 進 や肝 細 胞 異 型 の 出 現 に関 係 あ るの で は なか ろ うか と私 は考 えた

oそ こで硬 変肝結 節 に類 似 す る圧 力 関係 を作 製 す る ため に、 ラ ッ トに70%の 肝 葉 切

除 を行 な い、 再 生能 の 旺盛 な 残存 肝 を ガ ーゼ で 包 み、 物 理的 に肝 再 生 を抑 制す る実

験 モ デ ル を考 え 出 したoそ して、 われ われ の作 業仮 説 を支 持 す る よ うな 結果 を得 た。
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